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平成２５年１０月１日第1９号

   平成２５年６月１５日兵庫県立兵庫高校の校長室において、「城岳・武陽　至誠友好交流協定書」

が交わされました。これは兵庫県で開催された、「武陽人　１００年の集い」に先立って行われた

もので、城岳同窓会からは嘉数　昇明、名嘉山　興武両副会長が出席して署名・捺印が行われ

ました。   

　「武陽会」は兵庫県立第二中学校・兵庫県立兵庫高校の同窓会で、今年創立１００年を迎えた。

「城岳同窓会」と同様に歴史ある同窓会であり、ともに前身は第二中学校であります。更に、

この二つの同窓会をつないだのは戦前最後の沖縄県知事である「島田  叡 氏」です。島田氏は武
あきら

陽同窓会の七陽会であり、東京帝国大学卒業後全国各県庁で要職を歴任し、昭和２０年１月１２日

沖縄県知事に任命されました。すでに戦局は悪化しており、アメリカ軍上陸間近の状況での沖

縄行きは死を覚悟しての赴任であったといいいます。周囲のものはみな止めたにもかかわら

ず、『それでは、他の人間なら死んでもよいのか！』と言って、自ら沖縄に赴任し戦場で帰らぬ

人となりました。

　本協定はこのように誠意の人であった島田　 叡 元知事の人柄を偲んで「至誠友好交流協定」
あきら

と名付けられました。今後両校の生徒達に史実を伝え、同窓会員だけでなく、両校の在校生や

教員の交流事業を進めたく締結したものであります。

　島田  叡 氏の生涯ドラマ『生きろ～戦場に残した伝言』が、平成２５年８月７日ドラマとドキュ
あきら

メンタリーで構成し２時間１０分TBSから全国放送されたのも記憶に新しいところです。

城岳・武陽　至誠友好交流協定書

交流協定書を交わす城岳同窓会と武陽会役員
（兵庫県立兵庫高校校長室にて）
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 那覇高校校舎が新しくなりました

　那覇高校校舎改築工事が平成２４年８月～平成２５年８月の工期でスタートしました。工事期

間中は台風等の自然災害もなく、無事故で不発弾や文化財等の出土もなくスムーズに行われま

した。工期中には学校の二大イベントであります卒業式・入学式も厳粛のうちに執り行われま

した。このように工事が滞る事なく順調に進み完成を迎えることができました。

写
真
で
見
る
那
覇
高
校
校
舎
改
築
の
あ
ゆ
み

１）平成２４年９月２０日に儀間清隆学校長からの
改築完了までの安全を祈願した。

２）那覇高校舎改築工事の看板が設置された。

※新校舎はグラウンド側に建築され、そ

れに伴い正門の位置も新しくなりまし

た。それまで正門は１９５７（昭和３２）年か

ら２０１３（平成２５）年までの５６年間ずっと

同じ場所にありました。

６）体育館との中庭に張られた瑞々しい芝生。

７）新設となった正門

５）正面玄関の防音シートが撤去され、校舎の
一部が見えてきた。

３）基礎枠に生コンクリートが次々と注がれて
いく。

４）天候に恵まれ４階、５階へとどんどん
　　伸びていく。後方には県庁が見える。
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　平成25年９月20日に新校舎落成式及び祝賀会が関係者を招いて盛大に行われた。

　城岳公園上空からの新旧校舎。すでにグラウンドを作るために、右側の旧校舎を撤去するため

の工事が行われている。

落成式にて感謝状贈呈

祝賀会の余興、幕開けの「かぎやで風」

来賓の方々の記念撮影

ヴォーカルアンサンプル
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城岳みらいツアー関西へも

　昨年度より行われている「城岳みらいツアー」は平成２５年度は関東、関西に下記の日程で実施

しました。このツアーは生徒個々の「人間力」の育成に欠くことの出来ない「開拓力」の育成、

進学先はもとより先端の研究機関及び行政機関の見学や体験活動を通して、生徒の意欲を醸成、

促進する機会を増やす目的で行われています。

〈参加者の感想〉より

　今回の「城岳みらいツアー」で色々なことを学びました。筑波大学では、システム情報工学研

究科准教授の新城靖（３４期）先生に同大学の高レベルの研究内容を見せて戴きました。私は筑波

大学の情報学群か理工学群を目指しているので、本当に良かったです。また、２日目の夜は関東

城岳同窓会の方々から色々な質問に対しての説明を聞いたりすることができとても良い経験が出

来ました。本当に城岳同窓会に対しては、素晴らしいチャンスを与えて戴き、有り難うございま

す。 那覇高校２年　新垣　達郎

　この度は、私たち後輩の為に多大な支援をして戴き本当に有り難うございました。私は「城岳み

らいツアー」で多くのことを体験し、学ぶことが出来ました。沖縄に戻ったとき、自分自身が一

回り大きく成長したような実感が湧きました。「百聞は一見にしかず」です。沖縄にいると見えな

かったことを直に見て、感じたことはとても大きな意味が有ると思いました。このような貴重な

体験が出来たのも城岳同窓会のお陰だと深く感謝しています。

　今後は、これらの経験を生かして、那覇高校生という自覚をもち勉学に励んでいきたいと思い

ます。 那覇高校２年　上原　真紀

関東城岳同窓会員との懇談会 関西城岳同窓会員との懇談会 兵庫高校 島田叡記念碑の前で

●城岳みらいツアー（関東　９人）

夕　　方午　　後午　　前

先輩との懇談（筑波）
筑波大学、サイバーダインス

タジオ見学
那覇→羽田空港１日目

関東同窓会員との懇談会

 （東京都内）

産業技術総合研究所

筑波宇宙センター見学

国土地理学院

つくば植物園見学
２日目

羽田空港→那覇各自で大学訪問３日目

●城岳みらいツアー（関西　１１人）

夕　　方午　　後午　　前

関西同窓会員との懇談会

（大阪）

神戸大学見学

兵庫高校訪問
那覇→関西空港１日目

先輩との懇談（大阪）各自で大学内見学京都大学見学２日目

関西空港→那覇
大阪造幣博物館、大阪城、

大阪科学技術館見学
３日目
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 同窓会TOPIC 

東京大学教授・南風原朝和氏（２５期）による基調講演

　平成２５年８月３日に県内各高校から選抜された「難関大学受験希

望者」が沖縄船員会館に集い、「進路実現チャレンジセミナー」が行

われました。

　那覇高校からは精鋭８人が受講して、南風原先輩の講演に身を乗

りださんばかりに真剣に聴き

いっていました。参加した生徒

の感想として「自分の先輩が東

大の教授として現在頑張っていることは大変心強いことだ

し、自分も東大を目標に頑張って行きたいです。」と、目を

輝やせながら話している姿は頼もしく思えました。

　南風原　朝和（２５期）氏は現在　東京大学大学院教育学

研究科長及び教育学部長です。

東北大学総長　里見　進氏（２０期）を母校に迎えて

　平成２５年８月１４日に開催された「琉球新報フォーラム」での講演

終了後、すぐに母校の那覇高校へ足を運んで戴きました。夏期休業

中の為、諸大会が重なり参加者は１２名でしたが、大変意義深い２時

間を共有できました。

　生徒の質問に対して、「幼少時代から高校生活にかけてはひたす

ら勉強するのが当たり前だと思っていた。しかし、部活は人生の友

を得るのには欠かせないものである。」と親には内緒で部活動をして

いた、お茶目な一面を覗かせた。

　「自分が東北大病院長で副学長になった時や総長になった時も、常に周りからの支えが有り、

嬉しかった。人間は一人で生きられるものではない。常に周りの支えが必要である。その為に

は、しっかりと周りの人々との真剣な付き合いをする事が大切であり、それが人生を豊かにす

る。」と語っていました。

東大入学を目標に真剣に聞き入る
受講者たち

「里見大先輩の語る言葉を一言も漏らす
まい。」と必死になってノートをとる生徒

交流会終了後の心豊かな表情の集合写真
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  平成２５年度の主な事業計画 
 平成２５年 

  ４月５日（金）　平成２４年度会計監査

  ４月１０日（水）　第１１回運営委員会

  ４月１２日（金）　第３回理事会

  ４月１９日（金）　評議員会

  ５月８日（水）　第１２回運営委員会

  ５月１８日（土）　平成２５年度総会・懇親会（総会：午後５時　懇親会：午後６時）

    ロワージールホテル＆スパタワー那覇　「龍宮の間」

  ５月２９日（水）　第１回運営委員会

  ６月５日（水）　第１回会報委員会

  ６月７日（金）　第１回代議員会

  ６月１６日（日）　二中前通りクリーン大作戦

  ６月２１日（金）　第１回理事会

  ６月２３日（日）　二中健児の塔慰霊祭

  ７月３日（水）　第２回会報委員会

  ７月１０日（水）　第２回運営委員会

  ８月１４日（水）　第３回運営委員会

  ８月２２日（木）　A氏奨学金第二期支給

  ９月１１日（水）　第４回運営委員会

  １０月１日（火）　会報１９号発行

  １０月９日（水）　第５回運営委員会

  １０月１１日（木）　城岳講座

  １１月１７日（日）　第１４回那覇高校・首里高校スポーツ対抗戦

  １１月１３日（水）　第６回運営委員会

  １２月１１日（水）　第７回運営委員会

 平成２６年

  １月８日（水）第８回運営委員会

  ２月１２日（水）第９回運営委員会

  ３月１０日（月）第６期A氏奨学生面接及び選考委員会

  ３月１８日（火）第６期A氏奨学生認定証の交付等

城岳同窓会館のご案内
「母校に同窓会館を」との声が同窓生の間から叫ばれ、同窓生各位のご尽力により平成８年に

実現しました。会館は同窓会員の親睦の場です。会員のみなさん�ご利用下さい。

・２階は二中・那覇高の歴史を後世に語り継ぐ資料展示室及び事務室

・３階は会員のクラス会、会議、趣味の集まりなどに利用でき、収容人員は５０人です。

・４階は自学自習室として、３年生が活用しています。

　なお、使用料金（光熱費）は１団体：１時間８００円です。　

二中前通りクリーン大作戦

二中健児の塔慰霊祭

那覇高校・首里高校スポーツ対抗戦
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平成２５年度　城岳同窓会総会・懇親会

　平成２５年度　二中・那覇高校　城岳同窓会総会・懇親会が平成２５年５月１８日（土）ロワジー

ルホテル＆スパタワー那覇で総会（龍宮の間）と懇親会（天妃の間）が開催された。幹事期の

照屋　雅弘氏を中心に３６期が一致団結して、７７８名の参加で盛大に挙行されました。

　今年度は特に５０期～６６期の若い世代を総会・懇親会に呼び込もうと、「ツナガル　ヒロガル　

城岳スピリッツ」のテーマで、今までにない取り組みが行われ過去最大の参加者で会場が熱気

に溢れました。

　更に、卒業６０周年を記念して那覇高６期生が総勢６５名参集して会場を大いに盛り上げて戴き

ました。幹事（３６期）の皆様方大変お疲れ様でした。

ドイツからの近況報告（A氏奨学金　奨学生第一期　屋冨祖　光）【６２期】

　

    ご無沙汰しております。 

　ドイツは日々少しずつ寒くなってきており、朝晩は

１０ ℃ を下回る日もでてきています。寒さには長野時

代から慣れていませんが、なんとかやっています。

　今期は４つのマネージメントコースを取っています。

　ビジネスは、ここマンハイムで初めて勉強していま

すが、色々新鮮で面白い学問です。

　現在１１月にアメリカ・ボストンで開催されるボスト

ンキャリア・フォーラムにも行くつもりで準備中です。（中略）

　そして、ここマンハイムで久しぶりにチーム・Internationalを作って大学のサッカー

リーグに登録しました。全力でサッカーすることなど高校卒業してからほぼなかったの

で、今はまず身体作りから始めています。少々太った今はドイツのソーセージとビール

を恨むばかりです。

　交友関係も非常に良好で、親友と呼べる友達も何人かできたので非常に満足していま

す。沖縄人と気性が似ているのか、ブラジル人とイタリア人とは仲良くなりやすいです。

　「来年ブラジルで開催されるワールドカップには絶対来いよ」としつこく誘われている

ので、どうにかして就活を早めに終わらせてマネージしようと思っています。

　乱筆乱文のほど、ご容赦願います。末筆ながら、城岳同窓会の皆様のご健康とご多幸

を心よりお祈り申し上げます。

ギリシャのクレタ島にて

卒業60周年を記念して参集した
那覇高６期生の皆さん

平成26年度の総会・懇親会は
川満武聡氏（37期）を中心に高らかに決意表明
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　那覇高校の校舎改築に伴い、「沖縄県立第二中学校・沖縄県立那覇高等

学校の沿革碑」を城岳同窓会から学校へ寄贈し、正面玄関横に設置され

ました。

　沿革内容は１９１０年（明治４３年）４月　首里城内北殿に沖縄懸立中学校

分校として創立。１９１９年（大正８年）３月　那覇市外眞和志村古波蔵字

楚邊原１番地（現在地）へ移転。１９４１年（昭和１６年）１２月　太平洋戦争

勃発により二中校舎が兵舎として徴用。１９４９（昭和２４年）年９月　旧天

妃小学校跡地から移転。２０１０年（平成２２年）１０月　二中・那覇高校創立

１００周年記念式典までの同窓会のあゆみが連綿と細事に渡り記されてい

ます。

　沿革碑の裏面には二中校訓「忠孝の大倫を奉

ずべし」「誠實を旨とすべし」「禮儀を重んずべ

し」「心身の剛健を期すべし」「勤勉努力の良習

を養うべし」校訓四則、励行事項等が記されて

います。

　その他の従来から設置されている校訓碑・校

歌碑・青春と創造碑も新たに磨かれ移設されま

した。

沖縄県立第二中学校・沖縄県立那覇高等学校の「沿革碑」を寄贈

城岳同窓会会報
編集発行　城岳同窓会　〒９００－００１４　沖縄県那覇市松尾１－２１－５３　電話・FAX　０９８－８６７－２５２５

E-mail : yogi@jogaku.or.jp

城岳同窓会ホームページ

http://www. jogaku . or. jp

  事務局だより  

　城岳同窓会は、会員相互の親睦をはかるとともに那覇高等学校の発展に寄与すること及び地

域社会に貢献することを目的として、「社団法人城岳同窓会」から「一般社団法人城岳同窓会」へ

と、平成２５ 年４月１日をもって移行しました。

　さて、城岳同窓会の活動は、会員の年会費１， ０００円または終身会費５， ０００円及び諸寄附金に

よって賄われております。現在終身会費の納入状況は那覇高５０期から６６期までは１００％です。

　しかし、それ以前の期においてはかなり納入率が低く、母校に対する支援事業の縮小が懸念

されます。

　平成２５年９月には新校舎落成記念式典及び祝賀会が、新校舎４階の木目調で落ち着いた講堂

に於いて厳粛なうちに挙行されました。伝統校の誇りと自信に満ちた校風の継承と発展のた

め、同窓生一人ひとりの積極的なかかわりとご芳志をお願い致します。

振　込　先　琉球銀行泊支店　店番号３０６　口座番号　普通７８１４２

口座名義人　社団法人城岳同窓会　会長　源河　徳博（ゲンカ　ノリヒロ）

　　　　　　※ご芳名の前に卒業期を記入下さい

問 合 わ せ　城岳同窓会事務局　與儀　幸英　Tel：０９８－８６７－２５２５

正面玄関の「沿革碑」

二中・那覇高の校歌が刻まれた「校歌碑」


